












 

はじめに 

未熟児医療は呼吸管理,体液管理を主軸として,近年その進歩はめざましいもの

がある。 

特に体液管理は呼吸管理とは密接な関係にあり,重要な立場を占めている。従っ

て,これらの管理の進歩の過程において,当院における過去 17 年間をふりかえ

り,出生早期より輸液をおこない早期栄養を開始し,血液生化学チエックがルチ

ーン化するようになった最近の極小未熟児の生存率が,飢餓期間を長くおいた

従来のものとくらべ,どのように変化したか調査検討した。 


